
 

 

別紙５の２（総合的な探究の時間） 

 東京都立 八王子北 高等学校 全日制 課程 普通 科 

 

令和８年度「総合的な探究の時間」の年間指導計画 

（２学年） 

１単位時間の時間（５０）分 
学期 月 指導項目 指導内容 評価計画 配当時間 

 

１ 

 

４ 

・「人間と社会」の意義

と学習活動の説明 

＊１２「支え合う社会」

(２時間) 

 

・課題解決のプロセスを確認する。 

・素朴な疑問から興味・関心を深め、

自らの「問い」として設定すること

を学ぶ。 

・自ら考察や企画したこと

について、着実に実現す

る。 

【興味・関心】 

・様々な調べ方、まとめ

方を工夫し、課題に応じ

たものを見つけようとす

る。 

【知識・態度】 

・自分なりの調べ方やま

とめ方で工夫のある表現

をしようとする。 

【知識・技能】 

・興味・関心を広げ、自

分の課題を集中して調

べる。 

【興味・関心】・【知識・理

解】 

・探究課題を自分の在り

方、生き方、進路などと

関連付けて考える。 

【思考・判断】 

・学習成果をまとめ、学

習したことの意義や価値

について自分の言葉で

まとめる。 

【知識・理解】 

・スライド資料、レポート

などの作成、発表の内容 
 

２ 

(事前活動) 

５ 

＊１３「地域社会を築

く」(１３時間) 

 

 

 

個人で設定した課題に

対しての探究活動を行

う。（体験活動を主とし

た、ゼミ活動。） 

 

夏季休業中の課題（フィ

ールドワークや実験）

に向けて 

・調査内容、方法の検討 

・調査時期、調査場所の

検討 

・調査計画の作成 

 

「夏季休業中課題」発

表・共有 

 

 

・今までの総合的な探究の時間での

活動や興味・関心に基づいて設定し

た総合的な課題について調査する。 

・探究課題について、本や Webで現

状や原因などを調べる。 

 

・ゼミ担当の教員と個別の探究課題

について共有し、今後の調査の方針

について相談する。 

 

・八王子市役所と連携して、テーマ

分野ごとの講演会やワークショッ

プ等を実施する。 

 

・探究課題を解決するため、また本

やWebでは調査しきれない情報を得

るためにアンケートやインタビュ

ー、実験を含めた実地調査を計画・

実行する。 

 

・ゼミ内での中間発表等を実施し、

ゼミ生同士が互いに批評し合うこ

とで、探究の精度を高める。 

３ 

６ ４ 

７ 
３ 

(体験活動） 

 

２ ９ 
３ 

(体験活動） 

10 
４ 

(体験活動） 

11 

 
３ 

(体験活動) 

12 
３ 

(事後活動) 

 
３ 

1 ３ 

２ 

 

４ 

 

３ 

・発表準備 

・ゼミ内発表 

・探究成果発表会 

・２年間の振り返り 

・探究成果発表会にむけた準備、

および当日の発表。 

 

 

３ 

 

配当時間

数の合計 
   ３５ 

 

 

 


